
本校の研究について② 

前号の続きです。 

 上の写真のノートには「九月九

日（今日の日付）」を書かれていま

す。振り返りができるように今日

の日付を記入しています。 

 これは、元をたどると、文学者と

して知られる偉人ゲーテの習慣か

らきていると思われます。ゲーテ

は、「日々の価値」や「その瞬間へ

の気付き」を強く意識して記録し

たことで、日記や旅行記などが、後

世の文学史などの貴重な資料とな

っています。こういった先人の知

恵を現代でも活用していることに

ロマンを感じます。 

 

５・６年研究授業 

９月１１日（木）３校時に〇〇先

生の研究授業を行いました。 

 学級活動で、議題は、「充実した

会社を設立しよう」です。『友達の

意見を尊重しながら、合意形成し、

学級が楽しい場になるような係活

動ができるようする』ことがねら

いです。この「合意形成」の過程が

大切です。今後は、AI の進歩など

の技術革新や人口減少等により、

社会の様子が大きく変わり、予測

困難な時代になるといわれていま

す。そのような社会において、様々

な問題について、当事者意識をも

って、自分の意見を形成し、多様な

他者と対話や合意を図ることが、

今後もさらに重要となってきます。 

 この授業では、あると学級が充

実する係について、合意形成しな

がら、話合いを進めました。すべて

の子が最低４回以上は発言してい

ました。授業の最後に、○○先生が、

学級会の流し方のポイントを説明

し、司会を行った子たちの頑張り

をねぎらいました。また、話の聞き

方がよかったことを褒めました。

今後は、月ご

とに振り返

りをする予

定です。 
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